
ヒ ト リ シ ズ カ

國 兼 治 徳

春、Lhあ いの小路をた どると、林床にひ っそ り

と数 本群れて咲 くヒ トリシズカに出合 う。折 って

持 ち帰 って も花 はす ぐ散 って しまい、あた ら美 し

さを無駄 に して しまうのがお ちであ る。山 にあ る

花 は山で見るのが一番 美 しい。

私が この花 を知 ったのは、中学 ・高校通 しての

英語の恩師佐藤信雄先生か らであ る。先生は旧制

滝川 中学の開校当時か らの先生で、私の兄 もお世

話 になった。私が 十勝の高校か ら母校の滝川高校

へ転勤 した時、佐藤先生は教頭を されてお られた。

母校 に勤め るのは年 令が高 くな ってか らの方がよ

いと考えていたが、全 日制 に出るチャンスで もあ っ

たので、請われ るままに教師にな って6年 目に し

て母校の教壇 に立つ ことにな った。 私は高校 の前

に住んでいたので割合早 く出勤 したが 、佐 藤先生

はすでに校内を見回 り勉強 されていることが多か っ

た。あ る朝、先生は しきりと英 語の辞書 をひいて

お られ たので、無躾に も 「先生 のよ うな方 で も辞

書 をひかれ るのですか」 と話かけたところ、 「ア

クセン トだけは間違 うといけないか ら調べて お く

のです」 と答 え られた。 こと英語 に関 しては、全

道で指導的立場 であ った先生 の姿勢 に強 い衝激 を

おぼえたのである。 又、移動PTAで 帰 りが夜 に

な り、星 を見なが らバ スを待 って いた時、私が な

にげな く 「きれいな星空 だが 、星は何 もわか らな

い」 とっぶ やいた ところ、先生が 「私は星が少 し

わか るのです。 前に英語 の教科書 に星の ことが 出

てきたので、星 を何 も知 らないで扱 うのは いけな

い と考えて、毎晩星座 をみていた ら段 々にわか っ

てき ました」 と申され た。私 はこの なにげない先

生の…言が忘れ られ ない。教師のあ り方 を教えて

いただいた。私は最近機会が あって大学の教育実

習生に 「教壇実 習の実際」 というテーマで話を し

てい るが、その折佐藤先生の英語の教材 にのぞむ

姿勢を紹 介することに している。

先生が退職 されてか らも同僚と先生のお宅を時々

訪問 した。ある時、 「神社の裏 に ヒ トリシズカが

咲いていま したが 、今 はどうなって いるだ ろう」

と云われた私はその時は じめて ヒ トリシズカを耳

に したのであ る。 それ以 来、 ヒ トリシズカとい う

優雅な名前の植物 が忘 れ られない もの になった。

又、同時に この花 は佐藤先生 を連想 させ るのであ

る。

さて、道 内にはセ ンリヨウ科の植物が2種 自生

する。1種 は ヒ トリシズカであ り、他は フタ リシ

ズカであ る。 ヒ トリシズカに比べ ると、 フタ リシ

ズカはあ まり見かけない。花期がずれていること

もあ ってか、 フタ リシズ カの咲 く7月 頃は学校が

忙 しく、私 自身春先ほど山に行かない所為か もし

れない。それに して も良 い名前 をつ けたものであ

る。いずれ も静御前 に まっわる話か ら、名付け ら

れた らしい。 ヒ トリシズカは花穂1本 の意味 とわ

か りやす いが、私 は吉野で奥州へ落ちのびる源義

経 と別れて、1人 京へ もどる静御前をお もんぱか

る。前 に修学旅行で吉野へ行 った ことがある。 そ

の折義経 ・静御前ゆか りの占水神社 などを見学 し

たが、京都か らはかな りの距離 である。 どこまで

真実かわか らないが、 静御前が京都か ら義経 に会

いに来たことを考えると、花の ヒトリシズカは弱々

しす ぎる感 じが しないで もない。

「野幌森林公園に行った時のこと。」

身 ・3若 林 いつみ

ω
私は、森林公園 には、何回 も行 った ことはあ る

けれ ど、植 物友 の会 で行 った所 は、 私 は、 一度

も、行 った ことはあ りませんで した。初 めて しっ

た、ひとりしずか、た くさんいたおたまじゃくし、

私は、友の会にはい って とて もよか ったと思いま

す。ひのま さん もよ く して くれま した。 それに、

い ろいろな うたを、教えて くれま した。私 はこん

どの 『滝野すず らん公園に も行 きたいなあ。』と思

いま した。そ して遠足の時 もここに来 たの で、み

んなにいろいろな花を、お しえてあ げま した。友

の会に行 っていたので、 「いろいろな、花 しって

い るね。」といわれ ま した。 とて もうれ しか ったで

す。私は、ず 一 っと植物友の会 に行 っていた いで

す。
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